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こんにちは。「ウィズ・チルひろば」第２５号です♪ 

この「ウィズ･チルひろば」は、ウィズ･チルの会員みなさまのさまざまな思いの集まる場所

＝
イコール

「ひろば」。多治見市の子どもに関する情報をお届けします。 

登録者数396人 

R6.1月現在 

「国際社会と関わった人権について」 

 毎年実施している学校向けの子どもの権利セミナーを精華小学校にて開催しました。 

 特定非営利活動法人可児市国際交流協会事務局長の各務眞弓さんに講師をお願いし、

可児市や多治見市に住んでいる外国籍の人たちが多くいること、地域はその人たちに支

えられていること、言葉や習慣の違いによって学習や生活が大変であることなど、多文

化共生の大切さや人権について詳しくお話していただきました。 

 ６年生の児童全員がクイズに答えながら、熱心に講師のお話を聞いていました。 

 来年度も子どもたちが子どもの権利を学び、子どもの成長を支援していく取り組みを

進めていきます。 

 令和５年12月３日（日曜日）に第26回たじみ子ども会議を開催しました。 

 今回は「あつまれ！たじみっ子 たじみの未来について考えよう」というタイトルで、子どもが望むこれから

の多治見市の将来像について話し合いました。企画運営を担当する子どもスタッフのみんなは、多治見市の抱え

る課題や第８次総合計画の内容などについて事前に市の担当者から話を聞き、当日の話し合いに臨みました。 

 当日は、総合計画の５つの柱に合わせて、５つのグループにわかれて「10年後、20年後のたじみをこんなま

ちにしていきたい！」という思いを具体的に話し合いました。子どもたちは自分たちがおとなになった時のこと

を想像しながら意見をたくさん出していました。 

 これから子どもたちの意見をまとめ、３月に市長へ意見書を提出する予定です。意見書の内容などは、改めて

ご報告します。 



 

 

 多治見市役所くらし人権課（担当：松井）    TEL：0572-22-1128（直通） FAX: 0572-25-7233 

会報の送付が不要な方や、「壊れた」「紛失した」など、ウィズ・チルバッジに関する不具合、子どもに関することで、掲載してほしい

ことなどございましたら、担当までご連絡ください。 

 子どもに「あなたは自分のことが好きですか」と質問

したところ、「好き」「どちらかといえば好き」と回答

した子どもは77.7％でした。一方、約２割の子どもは自

分のことが「どちらかといえば好きではない」「きら

い」と答えています。子どもが自分のことを好きだと思

えるようにするために、私たちおとなができることを考

えていく必要があります。調査結果がまとまりました

ら、改めて報告します。（市ホームページにも掲載予定

です） 

 令和５年８月に子どもの権利に関するアンケート調査を実施しま

した。子どもとおとなの子どもの権利についての意識と課題を把握

することを目的として実施しているアンケート調査で、今回は４年

ぶり６回目の調査でした。 

 １２月１２日・１４日・１８日・２０日の４日間、駅北庁舎３階にあるぽ

かぽか広場にて、おとどけセミナーをおこないました。 

 「きもちは わたしのたからもの」というテーマで、絵本の読み聞

かせ、紙皿を使って工作、言葉のプレゼントなどで、子どもの権利

についてママ・パパたちと一緒に考えました。 

 紙皿に子どもとママ・パパたちの手形をなぞって描く時には、イ

ヤイヤな子どもや、足形をなぞってほしい子どもなど、いろいろな

様子が見られました。どれも立派な「子どもの意見表明」。子ども

の意見を聞いて、一緒に話し合うことが大切だとお伝えしました。 

また、子どもの権利保障のためには、毎日一生懸命子育てしてい

るママ・パパたちが元気でいることが、まずは大切であることもお

話しました。 

 ４日間で５０組の親子のみなさんとお会いすることができまし

た。こちらも学ぶことが多くある機会となりました。ありがとうご

ざいました。 

E-mail: kurashi-jinken@city.tajimi.lg.jp 

おとどけセミナーを開催します！！ 

子どもたちが安心して楽しくくらすために、普段の生活の中で

大切なことを一緒に考えましょう。 

子ども向け、おとな向け、親子向けなど、ご依頼に沿った内容

でお話します。ぜひご活用ください。 

調査期間  令和５年８月１日～８月22日 

調査対象  ①子ども １０歳から１７歳までの子ども ７５０人 

        ②おとな ０歳から17歳までの子どもをもつ保護者 750人 

調査内容  自己肯定感、自分の時間、居場所、不登校、いじめ、虐待、悩み、 

                相談、ヤングケアラー、意見表明、子どもの権利条例・事業 など 

回収率     子ども 44.1％     おとな 51.7％ 

ママ・パパたちもサンタさん

にお願いしてもいいんだよ♪ 

ぽかぽか広場にとってもすて

きなクリスマスツリーがあり

ました。 

いつも子どものために頑張っ

ているおとなにもサンタさん

が来ますように… 

「みんなちがって みんないい ～子どものけんりってどんなこと？～」 
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